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２０２５年度第１回あかしＳＤＧｓ推進審議会 議事録 

 

日時：2025年(令和７年)５月 23日（木）13:00～15:25 

場所：明石市役所議会棟 大会議室 

 

発言者 内容 

１ 開会 

事務局 定刻になりましたので、ただいまより、２０２５年度第１回あかしＳＤＧｓ推進審

議会を開催いたします。 

委員の皆様には、あかしＳＤＧｓ推進審議会委員にご就任いただきありがとうござ

います。 

本審議会の事務局を仰せつかっております、政策局ＳＤＧｓ共創室企画・調整課長

の東谷と申します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

２ 市長あいさつ 

事務局 それでは、審議会の開催に当たり、市長の丸谷からご挨拶を申し上げます。 

市長よろしくお願いいたします。 

丸谷市長 明石市長の丸谷聡子です。 

本日は皆様、お忙しいなか、あかしＳＤＧｓ推進審議会にご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

また、皆様方におかれましては、平素から市政の各般において、お力をお貸しいた

だいておりますことに、この場をお借りして心からお礼を申し上げたいと思います。

本当にいつもありがとうございます。 

さて、本審議会は、市の最上位計画であります長期総合計画や、それに基づくまち

づくりの戦略計画を策定し、また、進捗管理を行う、最も重要な審議会となっており

ます。 

今年度は、前期戦略計画に続く後期の戦略計画の策定に向けて、皆様にはご審議を

いただくことになります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

私自身も５月で市長として就任してから、丸２年が経ちまして、３年目を迎えまし

た。 

最新の市民意識調査の結果、「明石が住みやすいと思う人の割合」、また、「明石のま

ちに愛着を感じる人の割合」が９割を超えました。大変嬉しいことだと思います。 

また、「自然が豊かであると思う人の割合」も、８割を超え、前回調査の７８．５％

から、５ポイントほど高い８３．１％となっています。 

私もこの明石の豊かな自然を大切にしたいと思ってきましたので、この結果はとて

も嬉しいですし、このことからも身近な自然を感じながら暮らす、子育てができる環

境の良さということを、市民の皆さんも大切だと思ってくださっているということが、
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私自身もわかりました。 

明石の自然の豊かさを次世代につないでいくということも、市長としての大きな責

任だと感じているところです。 

この明石の良さを大切にして、これからも、市民の皆さんが笑顔で暮らせる、人に

も自然にもやさしいまちにするために、しっかり取り組んでいきたいという思いです。 

本日、皆様には、明石のまちへの思いや、普段、暮らしているなかで気づかれたこ

と、また、明石のまちをもっとこうしたらいいのではないかというようなまちづくり

に関するご意見など、忌憚なくご発言をいただき、活発なご審議をお願いしたいと思

います。 

そして、市長として最後まで出席させていただくのが、当然のことだと思いますが、

私の公務が非常に多い日でありまして、ここにいられるのが１３時２５分くらいまで

となっておりますので、私の方からまず始めに、まちづくりの思いをお話させていた

だきたいと思います。 

私自身が、市長に就任したときに、市長として３つの思いをお話させていただきま

した。 

1 つは、まさにＳＤＧｓの理念でもあります「誰一人取り残さないまちづくり」を

進めていこうということです。これは口で言うのは簡単ですが、実際に行うのは本当

に大変なことで、皆様の力がなければできないと思っています。 

２つ目は、「持続可能なまちづくり」です。コロナを経験して私たちがこれから歩む

方向性や考え方として持続可能なまちづくりは欠かせないと思っています。 

そして３つ目は、「市民とともに、みんなが明石を創る」ということです。行政だけ

でできることは限られています。様々な主体の皆さんと一緒に、協働を超えて共創、

コ・クリエーションを、対話を通して、新しい価値を共に創り上げていくというのが、

共創だと思っています。 

そうして皆さんと共創しながら、みんなで明石のまちを創っていく。市民の皆さん

お一人お一人がまちづくりの主体者として、参加していただけるようまちづくりを進

めていきたいと思います。 

こうした思いで、この２年間やって参りました。これは、これからも変わらないと

思います。その思いを実現するための手法として、まちづくりの基本方針を昨年度か

ら「対話と共創」とさせていただきました。 

昨年度は共創元年と謳い、市民の皆さんに共創をしっかりとお伝えするということ

が大事だと思いまして、共創元年という言葉を使わせていただきました。 

この共創というのは、５０年前に衣笠市長がコミュニティ元年を謳われまして、明

石はコミュニティを大切に、まちづくりを進めてきました。このコミュニティ元年か

ら５０年が過ぎた節目に、さらにパワーアップしていこうということで共創元年と謳

わせていただいたところです。 

そしてこの２年間で、対話と共創の素地ができてきたと思いますので、さらに、こ
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れから先は、第２ステージとして前に進めていきたいと思っています。 

私は最近このパネルをよく使いますが、私が大事にしてきたこと、また、これから

も大事にしていきたいのが、「対話」と「共創」、そして「やさしい」と「笑顔」です。 

対話と共創で、もっともっとやさしい明石のまち、笑顔溢れる明石のまちを創りた

いという思いです。 

本日は資料１の１６ページから先に、私がこの２年間に進めてきたまちづくりの大

枠が書かれていますので、この資料に沿って説明させていただきます。 

対話と共創のまちづくり、この対話と共創というものを１つの手法として、もっと

やさしいまちづくりをしようということで進めています。 

さっきお話したコミュニティ元年から共創元年の歴史の流れを１７ページに書かせ

ていただいています。 

この対話というのは、それぞれ受け止め方があると思いますが、私自身が大事にし

ている対話というのは、１８ページに記載しています。 

対話とは、対等にお話をして、そして、相手の考えにも耳を傾けたり、相手の方の

背景とか、いろんな思いもしっかり受け取って、話し合う。お互いに思いやりながら

話をするということを対話というふうに位置付けています。 

議論や会話とは違い、対話は対等に話す、そして違いも探求するし、テーマを深く

掘っていく。その中で、自分の考えも変わっていくかもしれない。Ａという考えの人

とＢという考えの人が一緒にお話することでＣという新しい考えとか価値が生み出さ

れるかもしれない。それが、私が明石市として目指している対話というものです。 

それを、市長に就任した５月から対話の場ということで、タウンミーティングを毎

月開催してきました。最初は、障害をテーマに、その後、子育て、高齢者、こども・

若者会議、ごみ減量という感じで、テーマを変えながら進めてきました。 

その中で、ごみ減量のように、担当課の方からぜひ市長、市民の声を聞きたいから、

タウンミーティングのテーマにしてくださいというように提案をいただいたものもあ

りますし、また、地域の方から、ぜひ各地域をまわってほしいというお声もありまし

たので、明石市内を６つの地域に分けて、タウンミーティングを開催させていただき

ました。 

個別施策についても、ある程度計画ができてからパブコメや市民説明会を行うので

はなくて、最初の案を作る段階から、構想の段階から一緒にワークショップをして作

り上げるということが大事だと思っていましたので、個別分野でのワークショップも

様々取り組んでいます。 

例えば、大久保のまちをみんなで考えようというワークショップでは、大久保の地

域は駅を挟んで北側と南側にまちがあるんですが、駅周辺には４つの市有地がありま

す。この市有地をどのように利活用していくかということを、市民の皆さん、地域の

皆さんと考えさせていただく中で、普通であれば、南側の人は南側に施設をいっぱい

作ってよ。北側の人は北側にいっぱい施設を作ってよという話になるんですが、ワー
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クショップでいろいろとみんなで話すうちに、北側の方は、北側ばっかりにあったら

南側の方が不便だから、これは南側にあったらいいんじゃないかとか、南側の方が南

ばっかりにあったら、北側の人が不便だから、集約しすぎず分散したほうがいいんじ

ゃないかとか、そんなことばっかり言っていたら市も困るだろう、じゃあここは売っ

たらいいのではと、本当に地域の皆さんが自分ごととして、まちづくりを考えてくだ

さるような機運が生まれてきていると思いましたし、私も本当にうれしく思っている

ところです。 

他には、財政白書。財政情報は市民のものだと思っていましたので、市民の皆さん

と一緒に中学生が見てもわかりやすい、みんなの財政白書というのを作らせていただ

きました。これは概要版ですが、本編は３００ページを超える、大作となっておりま

して、財務担当が本当に総力を結集して作ってくれました。財政白書を策定した背景

としては、まちづくりを考えるときに市民の皆さんが、こういった市のお財布事情も

知っていただき、１つの判断材料として、一緒に考えることが重要だと思っています。

この財政白書も、行政が勝手に作るのではなく、手挙げ方式で、職員に入ってもらっ

たり、市民の皆さんに入っていただいて、また、タウンミーティングを重ねながら、

策定したのがこの財政白書です。 

それから、こうした対話の場を安心して安全に進めるためには、それを進行する人

が必要です。ですので、ファシリテーターという役割の人を、専門職として昨年２名

採用させていただきまして、その２名が中心になって、対話の場を作り上げてもらっ

ています。 

それだけでは足りませんので、昨年は市民ファシリテーター養成講座を開催させて

いただき、応用編まで参加した人が６３名で、市民ファシリテーターとしての修了証

をお渡しさせていただきました。毎月１回から２回、その方々が集まってクラブ活動

のような形で、ファシリテーターとしてのスキルを積み上げながら、それぞれの地域

や活動の中で、活かしていただいています。 

また、市職員もこうした能力を身に着けていく必要があることから、昨年度は係長

級の職員３００名全員に、対話と合意形成の研修を実施し、職員ファシリテーターの

養成にも努めているところです。 

このようにタウンミーティングをこの２年間で開催し、千人を超える人に参加いた

だきましたが、３０万人の市民の声をできるだけ多くお聞きするためには、そういっ

た声を聞いていただける方をたくさん増やしていくということが大事だと思ってお

り、横展開、縦展開を進めているところです。 

次に、２３ページをお願いします。この４月に二見のイトーヨーカドーの中に図書

館がオープンしました。これは、今までの既存の図書館とは違って、商業施設の中に

ありますし、地域の皆さんに集っていただける、また地域の皆さんに育てていただけ

る図書館にしたいと思いました。 

そのため、全国いろんな図書館を、視察に行かせてもらい、またぎふメディアコス
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モスの元総合プロデューサーに、本のまちアドバイザーになっていただき、いろいろ

なアドバイスをいただくなかで、まずは本のまちのビジョンが必要だという話となり、

本年４月に本のまちビジョンを作成しました。このビジョンでは、本に繋がるだけで

はなく、本から繋がる。本から人が繋がって知りたいことや、やりたいことに出会え

るまちにしようという考えが生まれました。 

そして、今までの図書館は核となる図書館だけど、これから各地域につくっていく

図書館は、地域に身近な図書館、まちのパブリックスペースということで、リビング

＆ライブラリーという発想でやっていこうということで進めています。 

この二見図書館のネーミングは、小学生３人が「ふたみん」と名付けてくれたんで

す。また、図書館をつくる過程の中で、まずは図面を広げてどこにどんなものがあっ

たらいいか、それからどんな機能があったらいいか、皆さんに考えていただきました。 

とある高校生が、ロフトがあったらいいなあっと言って、グループとして、その高

校生の意見を発表してくれました。当初の設計図にはロフトはありませんでしたが、

せっかく高校生が声を上げてくれたので、何とか工夫できないかということで、小さ

なスペースとなりましたがロフトが実現しました。私はこのロフトという機能ができ

たことよりも、すごく大きな成果と思ったのは、その高校生が、自分が声を出したら、

ちゃんとその意見が反映されたという経験ができたことだと思っています。「僕があの

とき、ワークショップに参加しなかったらこのロフトはできなかったんですね」と言

ってくれたんです。「僕、毎日これから二見の図書館へ行きます」と言っていただきま

した。本当かなと思いましたけど、オープンの日に本当に来てくれていて、「ここで一

番に勉強します」と参考書とノートを持ってきておられました。その後も毎日、来て

くれているそうです。 

そういうふうに自分たちが主体的に関わることで、まちへの愛着やつくった施設も、

皆さんで育てて使っていただける、自分たちのものとして使っていただける。そうい

うことが私は大事なんだと思っていて、これからも大事にしていきたいところです。 

ただ、行政だけでできることは限られていますので、いろんな主体の方と一緒に取

り組んでいます。県立大とは包括連携協定を締結させていただいて、医療的ケア児の

問題とか、市だけでできないことに取り組んでいただいています。 

市長に就任した当初に、タウンミーティングや市民の声を聞くための部署として「市

民とつながる課」をつくりましたが、昨年の４月には、「産官学共創課」を作って、市

民ニーズや地域課題をしっかりと共創課で課題解決し、共創によるまちづくりを進め

ているところです。 

共創の取組ですが、周辺の市町や県とも仲良く、広域連携を進めたり、民間事業者

や研究機関、大学の皆さんとも連携を進めています。また、民間提案制度も創設させ

ていただきました。 

それでは、自治体との取組を紹介させていただいています。 

自治体とは、神戸市と生物多様性を守り育てるための連携協力に関する協定を締結
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させていただいており、一緒にできることは一緒にやっていこうと取組を進めさせて

いただいています。 

また、神戸マラソンを明石に延伸させていただけないかとお申し出がありましたの

で、ぜひということで、いよいよ今年の１１月、神戸マラソンの折り返し点が明石の

大蔵海岸に延伸されます。 

こういった自治体間の連携を私は非常に大事にしています。 

それから、事業者とは、災害に関する包括連携協定をたくさん締結させていただい

ていますが、例えばペットボトルの水平リサイクルとか、歯ブラシのリサイクルなど

の環境面でも連携を進めているところです。 

大学、研究機関とは、県立大学と包括連携協定を締結させていただきまして、様々

な力をお貸しいただいているところです。本日お見えの皆さん方の中でも、もし連携

協定をということであれば、ぜひ、説明させていただけたらなと思っているところで

す。 

民間提案制度も、記載しておりますとおり、昨年度は３７事業の提案を受付し、そ

のうち、条件つき１７を含めた２４事業の提案を採用しています。 

では、なぜ対話と共創なのかということですが、先ほど対話とは、お互いの思いを

聞き合うことで、お互いを認め合うこと、そして、その過程で思いやりとか優しさが

生まれますと申し上げました。 

今、ＳＮＳで顔の見えない中でやりとりすることが多い時代ですけど、やはり顔を

わせて対面でお互いの立場を認め合いながら話をして、声を聞かせていただくという

ことは、すごく大事なことだと思います。また、そこを大事にすることで、明石の中

に優しさや思いやりの心が広がっていくというふうに感じています。 

そういう意味で、２０２５年度のまちづくりの方針を、「対話と共創でつくるもっと

やさしいまち明石～市民の笑顔あふれる明石市に～」ということで、これまで明石市

が取り組んできた、「こどもを核としたまちづくり」、「誰にもやさしいまちづくり」を

さらに進化させるだけでなく、対話と共創を通じて、多様な市民ニーズに寄り添い、

よりきめ細やかな取組を市民目線で展開することで、市民生活にさらなる安心が生ま

れる、もっとやさしいまち明石を目指すということで、今年度予算を組ませていただ

いて、まちづくりを進めているところです。 

また、八潮市のようにインフラについて、いろんな問題が出ていますので、まず、

生活や経済活動の様々な困り事への対応や道路・上下水道等のインフラ維持管理など、

日常を支える施策にもきめ細かに目配りをし、市民の安全を広げていくということで、

取組をさせていただいています。 

あと、ご紹介ですが、明石の市政ガイド２０２５を配付しています。ここに明石の

まちづくりを網羅的に記載しているので、また一度ご覧ください。特に、こどもを核

としたまちづくりの中で、明石独自の５つの無償化というのは認知度が高く、先行し

ていると思いますが、実は明石のすごいところは、この下の妊娠子育て丸ごと寄り添
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い支援ということで、赤ちゃんがお母さんの中に宿されたときからしっかり支援をし

ていくという取組で、この取組は全国でも最先端だと思います。女性の首長の会があ

りますが、このお話をしたら、皆さんがすばらしいというように言っていただきまし

た。無料化だけではなく、きめ細やかな支援も引き続きさせていただきたいと思いま

すので足りないところがあったらまた教えていただきたいと思います。 

最後に今年度は、こども・若者計画をこどもたち、若者たちの手で作ってもらおう

と思って、準備を進めています。これは、こども局が作ったチラシですけれど、６歳

から２９歳までを対象とした計画なので、６歳のこどもでも読めるように全部ひらが

なのポスター、チラシを作りました。そして、一人でも多くのこどもたちの声を聞い

て、こどもたちのためのこどもたちによるこどもたちの計画がつくれたらと思ってい

るところです。 

本当にお話したいところは様々ありますけれども、この後、もし私に対していろん

な質問とかご意見とかありましたら、副市長に最後まで残っていただきますので、聞

いていただきまして、またお答えもさせていただきますし、また次の会のときに、お

話をさせていただくこともできると思います。 

最後に、６月にはタウンミーティングとして、市民の皆さんのご意見を聞く場も設

けさせていただいています。初めての取組ですが、対象を無作為抽出された市民とさ

せていただきます。今まででしたらタウンミーティングを開催しますと広報して参加

したい方に参加していただく形でしたが、今回は無作為抽出で参加しませんかとご案

内を市民の方にお送りして、来ていただくような、普段、足を運ばない、関心がない

けど言われたら行ってみようかなと言っていただける方にお越しいただき、1 人でも

多くお声を聞かせていただきたいと思って、新たな取組を考えております。こういう

ふうにしたらもっと市民の声を聞けるというようなご意見もいただけると幸いです。

市民のための後期計画ができたらと思っておりますので、どうか、よろしくお願いい

たします。 

一方的にしゃべり続けて申し訳ありませんが、時間になりましたので、これで終わ

らせていただきます。 

ありがとうございました。 

事務局 それでは次に進めさせていただきます。 

まず本日の委員の出席状況です。 

委員１７名のうち、１４名の委員にご出席をいただいてございます。 

なお、Ｌ委員とＡ委員につきましては、オンラインでの参加となっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

３ 議事 

 ⑴ 会長・副会長の選任 

事務局 それでは次に議事に移らせていただきます。 

まず議事の 1つ目が、会長及び副会長の選任です。 
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あかしＳＤＧｓ推進審議会規則第５条により、会長及び副会長は委員の互選で定め

ることとなっております。 

もし皆様からのご異議がなければ、事務局から案をお示しさせていただければと考

えておりますが、よろしいでしょうか。 

（異議なしという声あり） 

ありがとうございます。 

それでは、ご提案をさせていただきます。 

本審議会に学識者として長年携わっていただいております坂下委員を会長に、井上

委員と中野委員を副会長に推薦させていただきたいと思います。 

ご賛同いただける方は拍手をお願いいたします。 

（全員拍手） 

ありがとうございます。 

皆様からご賛同いただきましたので、会長には坂下委員を、副会長には井上委員と

中野委員にお願いしたいと思います。 

それでは、会長、副会長より一言ごあいさつをいただきたいと思います。 

坂下会長よろしくお願いいたします。 

坂下会長 この度、会長を務めます坂下玲子と申します。 

先ほどお話があったように皆様の意見を 1 つ 1 つ大切に、よりよいまちづくり、ウ

ェルビーイングなまちにしていきたいというふうに思っておりますので、どうぞお力

お貸しいただけますようよろしくお願いいたします。 

事務局 ありがとうございました。 

井上副会長、お願いいたします。 

井上副会長 神戸学院大学の井上と申します。 

この会議に出席させていただいて、明石のすばらしさを実感しております。 

私は、東京出身で、学生までは東京に住んでいたんですけども、２０代の半ばまで

東京に住んでいまして、一番長く住んでいたのは東京なんですが、次に長いのが明石

ということで、非常に安心して暮らせて、住みやすいまちだなと感じでおりますので、

この明石の良いところをさらにいろんなところで発信できるように審議会で協議して

いきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

事務局 ありがとうございました。 

中野副会長、お願いいたします。 

中野副会長 副会長を務めさせていただきます中野と申します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

私は昨年の３月まで甲南女子大学におりまして、前任校のときから、もう１０年以

上、いろいろな委員会で明石市のまちづくりに参画させていただいて参りました。 

この間、人口が増えて、しかも若い人の人口が増えて、そして子育てにこれだけ手

厚い政策をされているというのは他では聞いたことがないと思います。本当に明石市
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は素晴らしいと思います。 

しかし、何事もそうですけど、良い状態を維持し続けるというのはものすごく大変

なことだと思いますし、それをさらに発展させるとなると、もっとすごく大変な努力

が要ると思います。 

先ほど、市長さんからもお話がありましたように、対話と共創というのは方法であ

って、その辺がまだ抽象的なところなんですが、第２ステージとして、これからもう

１歩進めるために、具体的にどうすればいいのかということにつきまして、皆様から

またご意見いただきまして、前に進めていければと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 ありがとうございました。 

それでは、ここからの進行は坂下会長にお願いいたします。 

会長よろしくお願いいたします。 

３ 議事 

 ⑵ 議題１ 明石市が進めてきたまちづくりと前期戦略計画の検証 

坂下会長 それでは、議題の１つ目ですが、明石市が進めてきたまちづくりと前期戦略計画の

検証です。 

それでは、資料１「明石のまちの状況とまちづくりの取組」、及び、資料２「明石

市ＳＤＧｓ前期戦略計画の進捗状況」について、事務局よりご説明をお願いいたしま

す。 

事務局 それでは資料の説明させていただきます。 

企画・調整課の佐々木と申します。よろしくお願いいたします。 

それでは資料 1 をお手元の方にご準備お願いいたします。 

こちらの資料では、明石のまちづくりの流れを知っていただくために、現在の明石

のまちの状況とこれまでのまちづくりの歴史、そして現在のまちづくりの取組につい

て説明します。 

本資料では、１枚に２つのシートを掲載しており、各シートの右上の番号をページ

と呼ばせていただいて説明させていただきます。 

それでは２ページをご覧ください。 

まず明石市の特性ですが、東経１３５度が通る時のまちであり、海のまち、歴史の

まちという様々な魅力を持つまちです。 

３ページをご覧ください。 

近年は、こどもの町としても有名となり、市内外から評価を得ています。 

４ページをご覧ください。 

その結果、人口は１２年連続で増加しており、この１２年で約１万６０００人の人

口増となっております。 

５ページをご覧ください。 

社会動態をみると、０歳から１４歳までと、２５歳から４４歳までの世代が転入超
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過になっており、子育て層を中心に転入が多いことがわかります。 

６ページをご覧ください。 

出生数と合計特殊出生率の推移です。 

合計特殊出生率は、国や県の平均より大幅に高く推移しています。 

転入超過人口による増加だけでなく、生まれてくる赤ちゃんも増えています。 

７ページをご覧ください。 

年齢３区分別の人口推移を見ても、国や県の平均より高齢者の割合は少なく、こど

もの割合が高くなっています。 

８ページをご覧ください。 

人口と市税収入の推移です。 

こどもを核としたまちづくりを始めて以降、人口の増加に伴い、市税収入も増加傾

向です。 

９ページをご覧ください。 

このように、こどもを核としたまちづくりの結果、人口が増え、まちのにぎわいが

広がり、市の歳入も増え、さらに積極的な施策展開ができる。 

今後もまちの好循環をできるだけ維持したいと考えております。 

１０ページをご覧ください。 

こどもを核としたまちづくりは、温暖な気候や、比較的平たんで、交通利便性が高

い。また、京阪神のベッドタウンという明石の地域特性と、若者の流出といったまち

の課題を踏まえて、１５年以上前から議論されてきました。 

１１ページをご覧ください。 

そして、２０１１年に策定した第５次長期総合計画において、子供の健やかな育ち

でみんなの元気を生み出す、まちづくり戦略として位置付け、２０１３年度には、こ

どもを核としたまちづくりが重点施策となり、こども医療費の無償化がスタートしま

した。 

１２ページをご覧ください。 

５つの無料化が注目される本市のこどもを核としてまちづくりですが、そこに込め

られた理念は、親の所得で、こども分けず、未来への投資として、社会全体でこども

の成長を応援することです。 

また、妊娠期から小学生までの丸ごと寄り添う支援も、すべてのこどもに切れ目な

く、きめ細やかに行うことがポイントです。 

１３ページをご覧ください。 

こどもだけでなく、高齢者や障害者、犯罪被害者など、誰にもやさしいまちづくり

にも取り組んでいます。 

１４ページをご覧ください。 

これまでに取り組んできた明石のまちづくりが、ＳＤＧｓの理念に合致することか

ら、市の最上位計画である第６次長期総合計画の名称をあかしＳＤＧｓ推進計画とし
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ております。 

１５ページをご覧ください。 

そして、２０３０年の目指すまちの姿を、ＳＤＧｓ未来安心都市明石、いつまでも、

すべての人にやさしいまちをみんなでと掲げ、ＳＤＧｓの理念を取り入れた計画とし

ています。 

また、数値目標は、人口３０万人の維持と住みやすいと思う人の割合１００％とし

ております。 

１６ページ以降につきましては、先ほど市長からご説明がありましたので、ここで

は割愛させていただきます。 

以上で資料１の説明を終わります。 

引き続き、資料２の説明をさせていただきますので、資料のご準備をお願いいたし

ます。 

資料２「あかしＳＤＧｓ前期戦略計画進捗状況」について、ご説明いたします。 

表紙をめくっていただき２ページ目をご覧ください。 

前期戦略計画の数値目標のうち、１ 総人口ですが、２０２４年１０月１日現在で、

３０６，４５３人となり、目標である３０万人を大きく上回っています。 

３ページをご覧ください。 

２ まちの住みやすさや愛着度、定住意向についての市民意識についてですが、昨

年１２月から本年１月にかけて、まちづくり市民意識調査を実施しました。 

その結果、住みやすいと思う人の割合は、９１．０％で、前回と同じ高い水準とな

りました。前期戦略計画で定める９５％という目標には達しませんでしたが、９割を

超える市民の方に、明石のまちを住みやすいと思っていただけているという結果にな

りました。 

その他の値については、記載のとおりです。 

４ページをご覧ください。 

参考といたしまして、「まちづくり市民意識調査のその他概要」ですが、①お住いの

地域の生活環境について、どう感じているかという問いに対して、ほとんどの項目で、

ポイントが改善しています。特に、７位のまちのイメージが良いでは 13ポイント、５

位の子育て環境が良いでは、７．６ポイントと大きく改善しています。 

次に、②各分野の施策です。 

良くなった分野は全市民及び５年以内の転入者いずれも、「子育て環境の充実」が前

回調査に引き続き１位となっています。 

また、高齢者支援の充実や、公園の整備・緑化の推進が、前回調査より大きく数値

を伸ばしています。 

５ページをご覧ください。 

一方で、良くなった分野で数値を伸ばしていた「高齢者支援の充実」が、今後推進

すべき分野においても、１位となっており、さらなる取組が求められています。 
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また、「安全安心な水の安定供給」が前回調査より大きく増加しています。 

次は、③転入者の状況です。 

転入するきっかけは、就職や結婚などの新たな生活を始める機会において多くなっ

ています。 

転入先を決める際に考慮した点としては、交通や買い物の生活面での利便性に加え

て、子育て支援の充実が、前回調査より増加しています。 

なお、まちづくり市民意識調査の詳細については、参考資料として調査結果報告書

をお配りしていますので、ご参照ください。 

６ページをご覧ください。 

ここからは、各施策展開の柱における取組の進捗状況となります。 

構成は、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の実績値、関連する市民意識調査の結果、昨

年開催した審議会での意見、前期計画の３年で取り組んだ主な事業を記載しています。 

では、柱１「豊かな自然と共生し、暮らしの質を高める」です。 

ＫＰＩですが、ごみの排出量については、２０２４年度の値はまだ算出されていま

せんが、２０２３年度の値では、目標を達成しています。 

温室効果ガス排出量、市民ひとりあたりの公園面積については、目標値までは達し

ていませんが、当初値より改善しています。 

市民意識調査の結果ですが、省エネ行動に取り組んでいると答えた人の割合が低下

しており、その他の結果については記載のとおりです。 

７ページをご覧ください。 

主な取組ですが、脱炭素社会実現に向けた取組の充実や、１７号池魚住みんな公園

の新設など、記載の事業を重点的に取り組みました。 

８ページをご覧ください。 

柱２「笑顔あふれる共生社会（インクルーシブ社会）をつくる」です。 

ＫＰＩですが、市と協働のまちづくり協定を締結した小学校区数は、今年度２２校

区となる見込みで、目標値を達成する予定です。 

オレンジサポーター養成者数も順調に推移していますが、平均寿命と健康寿命の差

は、２０２２年値では、当初値より女性は縮小傾向にありますが、男性は拡大傾向に

あります。 

市民意識調査の結果ですが、支援が必要な高齢者や障害者など地域で支えあう地域

福祉活動が推進されていると答えた人の割合が、上昇傾向となりましたが、上から４

つ目の「１年間程度の間で地域のまちづくり活動に参加した」と答えた人の割合は大

きく減少し、支援が必要な方への地域福祉活動は推進されているが、それを担ってい

る地域活動を行っている人は減少しているという結果となりました。 

その他の結果については記載のとおりです。 

９ページをご覧ください。 

主な取組ですが、ジェンダー平等やインクルーシブ施策の推進に加えて、介護・障
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害分野のＤＸ推進に取り組むなど、記載の事業を重点的に取り組みました 

１０ページをご覧ください。 

柱３「こどもの育ちをまちのみんなで支える」です。 

ＫＰＩですが、コロナ禍で落ち込んだ出生数が２０２３年は上昇に転じたものの、

２０２４年の値は再び低下し、当初値である２０２０年値を下回っています。 

授業がよくわかると答える児童生徒の割合、こども食堂の実施回数については、順

調に推移しています。 

市民意識調査の結果ですが、子育て環境が良いと答えた人の割合は、大きく伸びて

います。また、こども食堂について知っていると答えた人も８割を超えており、こど

も食堂の認知度が高まっています。 

その他の結果については記載のとおりです。 

１１ページをご覧ください。 

主な取組ですが、医療的ケア児への切れ目ない支援の充実や、明石商業高等学校福

祉科の創設、こどもの居場所の増設など、記載の事業を重点的に取り組みました 

１２ページをご覧ください。 

柱４「安全・安心を支える生活基盤を強化する」です。 

ＫＰＩですが、災害時要配慮者への個別支援計画数は、順調に推移していますが、

交通事故死傷者数は、減少には至らず、当初値からほぼ横ばいで推移しています。 

バリアフリー対策済みの駅数は、２０２５年度では目標に到達しませんが、現在山

陽電鉄藤江駅にてバリアフリー化事業を実施中です。 

市民意識調査の結果ですが、自然災害が少ないと答えた方や、災害に備えていると

答えた方など、全ての項目で上昇傾向となりました。 

その他の結果については記載のとおりです。 

１３ページをご覧ください。 

主な取組ですが、市民ニーズに応じた多様な視点での避難所の備蓄物資の充実や、

小児科診療所開設助成金の創設など、記載の事業を重点的に取り組みました 

１４ページをご覧ください。 

柱５「街の魅力を高め、活力と交流を生み出す」です。 

ＫＰＩですが、市内総生産については、最新の値で目標値を達成しています。 

図書館での本の貸し出し冊数は、減少しており、天文科学館入館者数も、コロナ禍

から回復してきているものの、目標までは及ばない数値となっています。 

市民意識調査の結果ですが、日常の買い物が便利であると答えた方や、働く場所が

多いと答えた人が上昇傾向となりました。 

その他の結果については記載のとおりです。 

１５ページをご覧ください。 

主な取組ですが、新たに中小企業にかかる創業支援の取組や、本のまち明石の推進

として二見図書館の開館など、記載の事業を重点的に取り組みました 
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１６ページをご覧ください。 

計画の推進「効率的・効果的な行政運営」です。 

市民意識調査の結果ですが、ＳＤＧｓの内容を知っていると答えた方が、６４．２％

で、ＳＤＧｓに貢献できるような取組をしていると回答した方が、５７．５％となり

ました。 

その他の結果については記載のとおりです。 

主な事業ですが、タウンミーティングなどの市民との対話によるまちづくりや、民

間提案制度などの産官学との共創によるまちづくりを推進するなど、記載の事業を重

点的に取り組みました。 

説明は以上でございます。 

坂下会長 ありがとうございました。 

そうしましたら、これらの資料に基づいて、皆さんが日頃生活されている中で感じ

ておられることも含めまして、率直にご意見をいただけたらと思います。 

効果検証ということですので、ご説明いただいた内容に関して、明石のまちづくり

について、良くなっていると思われるところ、またこの分野が課題で、今後、推進す

べき必要があると思われているところ、両方についてお話いただければと思います。 

進行については挙手をしていただき、こちらから指名させていただきますので、そ

の後、発言いただければと思います。 

できるだけ多くの方に、ご発言いただきたいと思いますので、発言時間についてご

配慮いただければありがたいです。 

それではいかがでしょうか。 

Ｋ委員 今回、公募で委員にならせていただきました。 

年齢は２０歳で、社会に出ておられる皆さんと比べたら、全然経験もないんですが、

若者という観点から意見させていただきます。 

先ほどのお話を聞いて、まちづくりの良くなった面としては、ＤＸ、デジタル改革

ということで、明石市の公式ＬＩＮＥが開設されたり、ホームページがリニューアル

されたりして、私も明石の公式ＬＩＮＥの友達登録をしていますが、様々な情報を取

得でき、そういう面ではとても推進されていると思います。 

今後、改善した方が良い面については、自治会や町内会の加入者が減っているなど、

暮らしに身近なところのまちづくりに課題があり、改善が必要ではないかと考えます。 

坂下会長 ありがとうございます。 

では、そういう問題について、どのように対応したら良いとお考えですか。 

町内会やまちづくり協議会は、みんなで参加してみんなで話し合うという前提とな

っていますが、特に集合住宅では、加入者の促進も限界が来ていると思います。 

Ｋ委員 明石市のホームページで、今年の１月に行われた自治会のアンケートを見させてい

ただきますと、現在、自治会長をされている方や自治会に入られる方からすれば、や

はり引っ越しされてきた方も含めて、そこにお住まいの全員が自治会に入ってほしい



15 

 

発言者 内容 

という思いがあると思いますが、大学の友人とかとしゃべっていても、そもそも自治

会があること、自治会という仕組みそのものを知らなかったり、若者が転居する際に、

自治会がないところをあえて選んでいるなど、自治会制度に対して、これまで自治会

を推進してきた人たちと、新たに転居してきた若者、若い世代との間で、意識面での

乖離が激しいと思っています。 

自治会加入の課題として挙げられる役員の負担であったり、ゴミステーションの掃

除当番であったり、そうした負担のあり方についてみんなで考えていったほうがいい

んじゃないかと思いました。 

坂下会長 ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

Ｃ委員 今、自治会の加入率ということに関しまして、私もまちづくり協議会に加入してい

るんですけども、小学校区単位でまちづくり協議会があります。ほとんどのメンバー

が自治会のメンバーで、いろんな回覧物の配布などは自治会を通して行っています。 

市全体の自治会加入率について、正確な数字は把握していませんが、かなり低く、

６割程度ではないかと思います。私は、魚住地域に住んでいますが、西部の方はまだ

加入率が７割程度で、それでも３割の方は入っていない状況です。 

先ほど話があったごみの問題でごみステーションの管理を自治会で行っています

が、自治会に加入してなくても、市はごみを持っていってくれまして、自治会の加入

についてはあくまでも任意参加ということになります。 

こうした加入率の低さは、自治会だけではなくて、ＰＴＡやいろんな各種団体でも

担い手となる方が敬遠する傾向が出てきています。 

やはりこれからのまちづくりを考えたときに、対話と共創という言葉もありますけ

ど、どれだけ地域の方が対話と共創を意識して、いろんなことに関わっていただける

か。その中で自治会のことも考えていかないと、おそらく持続は難しいかなと思って

います。 

西部地域においても、古い家が売られてしまっても、幸いなことに、すぐに家がつ

ぶれて、新しい家が建ち、若いご夫婦が入ってくるという状況です。これは明石特有

の恵まれた状況かもわかりませんが、そのときに、きちんとどうして自治会に入らな

ければいけないのかということをみんなが同じ共通認識で伝えることができるような

形が必要だと思います。 

よくどういうメリットがあるのか、見返りがあるという話をよく聞きますので、そ

の時に一緒になってまちづくりに参加しないといけない。例えば、防災や地域の見守

りなど、自治会の必要性やメリットをこれから見つけていく必要があると思います。 

今、まさに悪戦苦闘しながら取り組んでいるという実情をお伝えさせていただきま

した。 

坂下会長 一緒にやることの大切さを伝えていく必要がすごくあると思います。 

他にご意見はありますか。 
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Ｎ委員 私も公募で参加させていただくこととなりました。私自身が２０１２年に明石市に

引っ越してきて２０１８年にこどもを１人産み、この春に小学校に入ったばかりなん

ですが、今の話を聞いていて、私は自治会に入っているんですけど、私の住んでいる

周辺の方は、結構加入しているという認識です。 

実際、明石市の子育て施策については、本当にありがとうございますという思いで、

明石でしか子育てをしてないので、他の地域に住んでいるお友達とお話したときに、

そんなにお金を払わなければいけないのかと、そんなことがあるんだと知って、初め

てありがたみを感じる状況です。子育てをしている人間として助かっているという状

況はすごくいい点だなと思っています。 

自治会に関するところでも、入学というタイミングで感じたことは、明石市では毎

朝、集団登校ではなく、個別登校ということで、一人で学校まできちんと通えるか不

安だったんですが、お母さん方がみんな心配で自宅の前に出てくるので、おのずと全

然知らなかったお母さん方やお父さんとコミュニティが自然とできて、何となく私の

見守りポジションはここというような形が出来上がっています。こうした形で横の繋

がりができると、一つのコミュニティが生まれ、例えば、自治会に入っていなかった

けど、入ってみようかなというきっかけにつながるのではないでしょうか。そうした

自然発生的に、まちづくりに関わろうという意欲が生まれていけばすごくいいのでは

と感じました。 

次に、私がマイナスの面として考えているのは、さきほども西部エリアにおいて古

い家が新しい家に建て変わっているという話がありましたが、経済性が強くなり過ぎ

ていると思っています。古い家が空き家として放置されてしまうことはもちろん問題

だと思いますが、立派なお庭があった家が壊されて、全く土のないコンクリートがべ

た張りの家になっていって、そこに子育て世帯が引っ越してくる。住みやすいコンパ

クトサイズの家がいいとは思いますし、人口が増えるという意味ではいいと思います

が、相当な瓦礫も発生しているのではないかと思います。そういう意味では、もとも

とあった古い家を生かした、新たな住まいづくりを推進してくれたらと思っています。 

坂下会長 ありがとうございます。 

他にはいかがでしょう。 

Ｆ委員 このあかしＳＤＧｓ推進計画、長期総合計画は、２０３０年までの明石の行く末を

決める計画で、ようやく今半分が終わろうとしていて、今後、どう取り組んでいこう

というお話なんですが、これまで説明のあった大部分というのは、前市長のときに取

り組んできたことであって、明石がここまで有名になっているのも、そのおかげだと

思います。 

子育てや福祉の分野ではどこに行っても明石はすごいと言われて本当にありがたい

んですが、今の福祉はそうでもないと感じています。いろんな法的な整備など、制度

的な面は進んだけど、実際、それを運営する現場にまで浸透しておらず、反対に神戸

市と比べたら負けているのではないかという残念な思いをしています。 
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あかしＳＤＧｓ推進計画というのは、明石市のこれから進めていく大きなまちづく

りの方向性を示す計画となりますが、すごく不安に感じていることとして、この５年

間でお金がものすごく必要になるのではないかと感じています。明石市役所のほかに、

クリーンセンター、市民病院、卸売市場、スマートインターチェンジ、さらには明石

公園の図書館の跡地など、これらを単純に足し算していったら、めちゃくちゃな金額

になっていって、確かに財政面で国からの補助もあるので、明石市が全てのお金を負

担するわけではないとは思いますが、国の補助といっても全部税金なので、明石が負

担しないからそれでいいという話でもないと思いますし、こうした話が急に出てきた

印象です。確かに、これまでこうした施設整備に関する取組を先延ばししてきたとい

うマイナスの面があるとは思いますが、例えば、明石市役所を作るのに一体いくらか

かるのか総額が全然見えていません。２００億か、それとも２５０億かかるのかも分

かりません。また、クリーンセンターは８２０億とも言われていますし、市民病院の

建替えは金額すら出ていない。スマートインターチェンジについては、どんどん進ん

でいて、すでに木が切られているという話もあります。里山の大事なところに道を付

けても本当に大丈夫なのか。明石市は人口が増えていますが、日本全体で見れば、人

口は減少していますし、将来的に交通量も減っていくと思います。そんな状況で新し

い道をつくるメリットがこの５年間で本当に見いだせるのか、今一度立ち止まってお

金の使い道を考えないといけないのではないかと思います。また、２０３０年に明石

市の人口も３０万人をキープできているのか、３０万人を切るのではないかという危

機感すら覚えています。 

明石市の子育て施策も周辺自治体が真似をして、明石市の良さというのが際立たな

くなって、風光明媚であるなどの良さはありますが、施策としての強みが今は見えず、

次は何を打ち出すのか。対話と共創は手段であって、目的ではないので、それですべ

てが解決できるわけではないし、大きな目でこれから半年間、考えていきたいと思い

ます。 

佐野副市長 副市長の佐野でございます。 

先ほど来からお話が出ておりますとおり、やはりまちづくりにはソフトとハードの

両面の取組が必要であると思います。 

ハード面においては、安全・安心という点において、しっかりと整えていく。ここ

は行政の大きな役割だと考えています。そういった点で、クリーンセンターや新庁舎

というものは、市民の安全にも繋がりますし、暮らしの安心にも繋がることですので、

費用がかかったとしても、やるべきことということで、議会にも諮らせていただきな

がら、市民の皆様の意見も聞きながら、今、整備を進めているという段階でございま

す。 

おっしゃっていただいている通り、こうした事業には莫大な費用がかかりますし、

今、物価高騰の中、様々な面で費用がかかることはございますけれども、その点につ

いては、所得の増加による市税の増加なども含めまして、いろいろと財政運営を図り
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ながら、今、進めているところでございます。 

こういった財政状況についても、市民の皆様に情報提供させていただきながら、ご

意見も頂戴できるようにしていきたいと、今お話をお聞きして思いました。 

また、細かい点につきましては後ほど、資料の方で詳しく数字などお示しさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

あと、１点、スマートインターの件について、木が伐採されているというようなお

話がありましたけど、スマートインターの設置に係る伐採は行われておりません。ス

マートインターに関して、何ら方向性について決定している状況ではありませんので、

補足させていただきます。 

以上でございます。 

Ｆ委員 何もハード整備が必要ないとは言っていなくて、市役所も絶対いるし、クリーンセ

ンターも絶対必要だと思っています。私自身は、それよりも市民病院がどうなるのか

ということが心配なんですが、そういったことにお金使うのはいいんです。しかし、

お金の使い方として、市民の声を聞くんだったら、スタートの時点から市民の声を吸

い上げたり、一番合理的な方法は何か、どうしたら安くなるのかというように民間で

はコストダウンに必死で取り組まれていますから、１円でも安くなるような方法につ

いて聞いていただきたいと思います。 

ただ、そうしたことをやってないとも思ってはいません。そうなんだけど、物価高

騰という世の中で、万博の影響により様々な建設コストが高騰するなか、こうした取

組を進めないといけないのか。市役所については、確かに今実施しないと国からの交

付金２０億円が無くなってしまうという課題はありますが、それであれば２０億円安

くなるように計画を変更するなど、そういうことも含めて、もう少し合理的にゆっく

り考えて対応いただければと思いました。 

佐野副市長 委員のおっしゃる趣旨は十分に分かります。 

本日も市民病院のワークショップを開催しまして、市民の方から一から意見を聞い

て、ダウンサイジングが必要なのかといった点も、また、さきほどおっしゃっていた

だいた点も含めて、考えてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

坂下会長 ありがとうございました。 

他にご意見はありますか。 

Ｍ委員 今年度からの公募委員として参加させていただきます。 

先ほどお話にあったハード面という意味では、明石市は、とても良く整えていただ

いておりまして、新しい図書館など図書館の充実というところでは、これだけデジタ

ル化が進んでいる中で、たくさんの本に触れる機会と設備があるというのはとてもあ

りがたいことだと思っています。 

さっきお話のあった自治会の問題ですが、明石の図書館があることで、新たな大き

なコミュニティとして、そこでまた新たな出会いが生まれたり、図書館で繋がるコミ

ュニティもあるかと思いますのでそういった面でとてもありがたいと感じています。 
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そして先ほどありました経済面でいいますと、やはり明石で労働力をどうやって確

保していくかというところにつきましては、同年代の女性が子育てをしながら、どの

ように働いていくかというところが私は課題だと感じています。人口が増えた、こど

もが増えたということで、兄弟で同じ保育園に入れずに、朝から２つの保育園をはし

ごしないといけない。そのため、就業時間に間に合わない。また、時短制度がありま

すが、なかなか前例がないということで、職場でうまく活用ができないといったこと

を理由に、優秀な女性がキャリアを止めて、一旦退職を選ばれるなど、そうしたケー

スを複数見てきました。やはり子育て世代の方々が、どうやってキャリアを継続でき

るのか。また明石市として労働力をどれだけ確保できるのかという点で、対応策を検

討する必要を感じました。 

坂下会長 ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

Ｈ委員 まず、市にお伝えしたいことは、インクルーシブの関係で、様々な施策に動く前に

障害当事者の意見を行政が聞いていただける、そういう窓口を作っていただいている

ことに感謝しております。例えば、1 つ例に挙げますと、ＪＲ西明石の駅の歩道橋が

新しくできました。これも計画段階の前から、視覚障害者にどういう配慮があったら

いいかということで、私たちの意見を聞いていただきました。 

このように障害当事者の意見をまず聞いていただいた上で、施策を進めていただけ

ているということが本当に私たち障害者にとってはとてもありがたいということをま

ず、お伝えいたします。 

それと先ほどありました、コミュニティについて、私も１年ほど前から、一応コミ

ュニティについて、講座を受けに行っています。勉強していることは、自治会につい

て、これから先は自治会というものがなくなって、違う形のコミュニティができてい

くということを勉強させてもらっています。それがいつ、どういう形になるかはわか

りませんが、もちろん、今までの形を継続する中でいいものは残していって、新しい

ものを作っていくという、そういうコミュニティの形ができていくんではないかと思

っています。私も、自治会に入っておりまして、障害当事者ではありますが、すごく

配慮していただいています。ですからゴミ当番とか、班長とか、そういうのは飛ばし

ていただいたりして配慮いただけていることをご紹介させていただきます。 

それともう一点お伝えしますと、こども食堂についてですが、例えば、１例を言い

ますと、ヤクルトさんが、あるこども食堂さんに飲料を定期的に提供されています。

それを、こども食堂が、貧困のご家庭に、お配りされています。そしたら、ヤクルト

のこんな商品があるのを初めて知ったというご家庭もあります。また、今、お米の問

題で、お米が高くて本当に困っていると。３食を十分に食べられないという方がいて、

こども食堂さんが、自費で、またいろんな形で寄附をいただきながら、運営している

こども食堂が市内にたくさんあります。 

こどもの貧困が現実にあるということをしっかりと見つめて、やはり行政として支
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援のいるこどもにある程度手厚いサポートも必要ではなかろうかと思います。６人～

７人に１人がこどもの貧困であるという現実を踏まえて、こども食堂への支援もいろ

んな形で考えていただければありがたいと思っております。 

佐野副市長 副市長の佐野です。 

こども食堂についてのご意見をいただきました。また、こどもの貧困にかかる課題

についてお話をいただきました。 

本当にこどもの貧困につきましては、私も様々な国の会議等を見ていましても、深

刻な問題だと認識しております。 

明石市の場合は、こども食堂について、こども財団が支援をして、またこども食堂

１ヶ所につき、支援金も出している状況ではございますけれども、今後も、そういっ

た現状をお聞きしながら、支援の方も考えていきたいと思います。 

坂下会長 ありがとうございました。 

それでは、オンライン参加の委員からも発言をお願いいたします。 

Ｌ委員 資料１の９ページにもあるように、こどもを核としたまちづくりについて、様々な

議論がある中、これに振り切った結果、子育て世帯の流入、そして人口増はもとより、

税収増に繋がっていったというこの因果関係は明白ですので、これはぶれずに、こど

もを核としたまちづくりを、明石市は引き続き、取り組んでいってほしいと思います。 

また、こどもを核としたまちづくりは、明石市以外の自治体でも多分検討されたと

思いますが、明石市ほどは振り切れなかったので、明石市が先行して、しかも、こう

いった好循環を生み出しているので、そこはしっかり引き継いでいきたいと思ってい

ます。 

あと、今後の課題については、市民意識調査の結果にも出ていたように、水質に対

する関心が高まっています。これは、明石川流域のＰＦＡＳ問題が報道でクローズア

ップされたことがきっかけだと思いますが、ＰＦＡＳというのは、明石だけの問題で

はなく、全国の問題であり、我々が日々使っている、例えば食品を包装する包み紙で

も、水をはじくものにＰＦＡＳが含まれていて、それが、ちりも積もれば山となって、

水の方に流れていって、今般の問題が生じているわけです。 

ただ、明石市も手をこまねいているわけではなくて、積極的に安全のための施策を

打っていますし、またそうした安全対策について費用も要ることでしょうから、そう

したものは有力な国会議員に頼るなどして予算をつけてもらうなど、きちんと安全対

策をしているということを、発信して市民に安心感を与えていくことが重要ではない

かと思っています。 

坂下会長 ありがとうございます。 

それでは、次、お願いいたします。 

Ａ委員 私は障害当事者の立場から明石市のインクルーシブ条例であったり、ＵＤのまちづ

くり計画にも関わっておりまして、２点、意見を述べさせていただきたいと思います。 

まず 1 つ目は、資料 1 の９ページ、確かに、こどもを核としたまちづくり、そのイ
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ンパクトからまちの好循環が生まれているという意味ではすごくわかりやすい図では

あるんですが、障害者の立場から気になるのが、さらなる施策ということで高齢者や

障害者等の充実化ということが書かれてあります。そうすると、明石市では何か余剰

が出来たので、障害者も取り組みましょうというような感じの見え方になってしまっ

ています。本来は、二重のスパイラル目で障害や高齢者が出てくるのではなく、本来

は一重目から入っているのがいいのではないかと思いました。といいますのも、私は、

インクルーシブ条例、ジェンダー平等条例、市民参画条例に関わった立場からします

と、明石市は、すべての施策に障害者やジェンダーの視点を入れるということですの

で、一巡目から、つまり子育て支援の中にも当然、障害のあるこどもも含まれている

わけでありますので、この見せ方は、障害の主流化や施策に視点を入れることと、違

っているように感じました。資料の作り込み方としてご検討いただければと思います。 

２点目が、資料２の１１ページですが、あくまで取組の例ということだと思います

が、３番目のところに明石養護学校における教育環境の充実という記載があります。 

これはこれで大切なことではありますが、明石市ではインクルーシブ条例の中で教

育について、第１２条でこのように書かれています。「すべてのこどもたちが地域の学

校でともに学ぶことを基本とし、かつ安心して学び、自分らしさを発揮できる学校教

育（以下、インクルーシブ教育）」ということで、地域の学校でともに学ぶことを基本

にしています。もちろん、本人や保護者の選択で、特別支援学校も選べるということ

でいいんですが、まずはその地域の学校での学びの環境を整備するということ、これ

がＳＤＧｓや障害者権利条約に掲げられる世界のインクルーシブ教育の考え方となり

ます。ということからすると明石養護学校の環境整備だけが書かれていると、インク

ルーシブ条例を作ってきた明石市からすると、少し残念な記載ではないかと思ってい

ます。 

実際に、資料の説明をお聞きした際には、すでに公立学校のバリアフリー化をすべ

て終わらせているというご説明も受けましたので、やっておられることがあるのであ

れば、きちんと記載していただければいいかなと思いました。 

坂下会長 本当に大切なご意見どうもありがとうございます。 

これらの書類が一般の方たちに出ていくときに、今のご指摘を踏まえて、ご検討い

ただければというふうに思います。 

他にご意見はよろしかったでしょうか。 

それでは良い点としては、こどもを核としたまちづくりはうまく人口が増えている

ということですが、その分、新しい転入者とのコミュニティをどう作っていくのか、

高齢化するコミュニティの中でどういうふうに対応していくのかという課題や、新た

な環境問題として、水質を含めた安全安心な環境づくりという課題が出されたと思い

ます。 

それも含めて、新しい後期計画について、盛り込んでいけたらなというように思っ

ております。ありがとうございました。 
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３ 議事 

 ⑵ 議題２ 後期戦略計画の骨子案 

坂下会長 それでは次の議題 2の議です。 

後期戦略計画の骨子案というところで、資料 3 のところ、後期戦略計画の策定にあ

たっての、考慮すべき事項、資料 4、明石ＳＤＧｓ後期戦略計画の骨子案についてと

いうことで、事務局からまずご説明をお願いいたします。 

事務局 資料３「後期戦略計画の策定に当たって考慮すべき事項」について、説明します。 

１ページをご覧ください。 

１ 総人口の ⑴将来人口推計です。 

黄緑色の線は、国立社会保障・人口問題研究所、いわゆる社人研が２０２３年１２

月に公表した、明石市の将来人口推計で、水色の線は、国のデータを基に、明石市で

独自に推計を行ったものになります。 

社人研推計と、市推計で異なっているところは、市推計は目標人口であり、合計特

殊出生率を国のまち・ひと・しごと創生長期ビジョンと同じ２０３０年に１．８、２

０４０年以降に２．０７になると設定しています。 

また、社会動態を２０２５年から２０３０年は、年間１，０００人の転入超過と大

規模開発による転入を見込んで、推計を行っています。 

市推計では、２０３０年に人口のピークを迎え、その後２０５０年までは、人口３

０万人を維持するものと見込んでいます。 

⑵ 年齢３区分別の人口推計です。 

記載のとおりですが、６５歳以上の割合が増加していき、１５歳～６４歳の割合が、

減少していく推計となっています。 

２ページをご覧ください。 

２ 財政状況と財政見通しについてです。 

こちらは、みんなの財政白書２０２４から抜粋しています。 

⑴ 財政状況です。 

実質単年度収支は、赤字の年、黒字の年、ありますが、各基金残高は令和５年で１

１９億円をキープしています。また、市債残高は減少傾向にあり、概ね健全な財政状

況です。 

⑵ 財政見通しです。 

収支改善の取組を何も行わなければ、令和１１年頃から収支がマイナスとなり、基

金が減少していく見込みです。収支がマイナスとなる原因は、市役所新庁舎や新ごみ

処理施設の整備に伴う借金の返済が増加するためです。 

こうした大型事業による市の負担は大きくなり、今後の財政見通しは記載のとおり

ですが、収支を改善する取組もあわせて行うことで、令和１５年の基金残額、１００

億円確保を目指します。 

３ページをご覧下さい。 
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３ 社会潮流の変化とまちづくりの課題 です。 

前期戦略計画策定後も、社会潮流は変化し続けており、まちづくりの課題も変化し

ています。 

ここでは前期戦略策定後の新たな課題をはじめ、考慮すべき事項について、記載し

ています。 

具体的には、⑴ 少子化対策と若者支援、⑵ 地域経済の活性化と多様案働き手の

参画、⑶ 人がつながり支え合う共生社会、インクルーシブ社会づくり、⑷ 持続可

能な、サスティナブルなまちへ、次のページをお願いします。 

⑸ 切迫する巨大災害への備え、⑹ 自治体ＤＸの更なる推進、⑺ 持続可能な財

政運営、⑻ ウエルビーイングの重要性、⑼ 対話と共創のまちづくりです。 

後期戦略計画を策定する際には、これらの課題についても念頭に置いて検討する必

要があると考えています。 

資料３の説明は、以上でございます。 

引き続き、資料４の説明をさせていただきますので、資料をご準備ください。 

資料４「あかしＳＤＧｓ後期戦略計画骨子案」について説明します。 

始めに資料の修正のお願いです。１ページ目半ばの図ですが、「あかしＳＤＧｓ推進

計画」と、「あかしＳＤＧｓ前期戦略計画」の枠囲みの中に、２０２１年度～と計画の

開始年度を記載していますが、正しくは２０２２年度～となりますので、修正をお願

いいたします。 

それでは、説明にうつらせていただきます。 

１ 計画の位置付け ですが、あかしＳＤＧｓ推進計画に基づき、前期戦略計画と

同様に、まちづくりの戦略計画として、施策展開の柱と優先的に取り組む具体的な取

組を定めるとともに、まちづくりの進捗を図るため数値目標と重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）を定めます。 

また、この計画は、まち・ひと・しごと創生法に基づく、地方版総合戦略に位置づ

けます。 

次に、２ 計画期間です。後期戦略計画は、２０２６年度から２０３０年度までの

５年間となります。 

次ページをお願いします。 

３ まちづくりの数値目標です。後期戦略計画では、計画最終年である２０３０年

の目標を定める必要があるため、推進計画と同じ、住みやすいと思う人の割合、１０

０％と、人口目標の３０万人の維持を目標として設定します。 

４ 施策展開の方針です。本骨子案では、施策展開の５つの柱、展開の方向、計画

の推進について、記載していますが、これらについては、前期戦略計画で、明石のま

ちの特性やまちづくりの歴史などを踏まえて、バランスよく網羅的に定められている

こと、また、この前期戦略計画に基づき取組を進めてきた結果として、市民意識調査

において、住みやすいと思う人の割合が９割を超えているなど、おおむね好評価を得
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ていることから、前期戦略計画で定めた内容について、基本的に継続で考えています。 

なお、資料３でご説明した通り、新たに考慮すべき事項が出てきていることから、

これらの内容を踏まえて、柱３に、若者への支援、また、⑶ 計画の推進の、効率的・

効果的な行政運営に、①市民目線のまちづくり、①－１に対話と共創、②－２に自治

体ＤＸの更なる推進を追加しています。 

資料４の説明は、以上でございます。 

坂下会長 ありがとうございました。 

本日、決めるのはこの骨子案というところで議論をしていくということになります。

事務局案として骨子案が提案されました。 

これは長期総合計画のもとに、後期戦略計画を立てていくということですので、大

きなところは、前期戦略計画と変わらず、枠組みは継続していくものと思いますけれ

ども、資料 4に示されました骨子案について、ご意見をいただけたらと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

いかがでしょうか。 

Ｂ委員 まちづくり協議会の方から来ています。 

私も結婚後しばらくして、明石市に引っ越ししてきました。今のような子育て支援

がない中でも、必死になりながらこどもを２人育てていますので、今の状況は羨まし

い限りです。 

この骨子案のところですが、子育て支援・若者支援は、今、トップランナーで全国

的に見ても、明石市はすごいという状況だと思います。 

それと並行して、明石市がトップランナーで取り組んでいることがあります。それ

はまちづくりです。まちづくり協議会が市内２８小学校区の全てにあって、このまち

づくり協議会の活動の現状というのは、まさに全国でトップクラスだと思います。 

だから、明石市に全国からよく視察にも来られますし、私たちも勉強のために視察

にお伺いしますが、レベルが正直違うと感じます。明石市は、地域の皆さんが取り組

んでいることはすごいことなんだと言った方が良いと思います。 

とはいえ、今、お話にあったように、まちづくり協議会にも先が見えにくくなって

いるというのが実情で、早いところだと組織化されて１０年以上、経っていますので、

メンバーも高齢化していますし、社会も変わってしまって、高齢者はいつまでも働き

に行き、地域に出ていくことができない。若い人も２馬力で働き、こどもは習い事な

どで忙しくしているので、行事にもなかなか親子で参加する時間がない。 

まちづくり協議会の皆さんは、すごく頑張っていて、成果も出しているんだけれど

も、よくこんな厳しい環境で運営しているなというのが正直な感想です。明石市は、

もう少し校区のまちづくり協議会をしっかりと支援しますという方針を、運営費を出

すのは当たり前として、どう支援していくのかしっかり謳ってほしいです。 

市民目線、市民主体ということで、タウンミーティングに行って、そういう場所で

発言をして、何か政策が実現したという実感を個人レベルで得ることは、いくらでも
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やっていってもらったらいいと思います。行政に言いたい人はそういう対話の場に行

くと思いますし、私も若い時は、財政健全化の審議会に公募委員に手を挙げて、参加

させていただきました。 

先ほどもお話がありましたが、若い人たちが自治会にどうやったら参加できるのか

という夢物語ではなくて、私はこの先、自治会の加入者が右肩上がりに増えることは

ありえないと思っています。 

だからこそ、まちづくり協議会があって、まちづくり協議会は、まちづくりに参加

できる個人が支えているという現状です。 

自治会はとにかく高齢化しています。自分たちの住んでいるところが、汚いごみだ

らけのごみステーションではなくて、綺麗に保つには、自分たちの住んでいるまちを

自分たちが綺麗にしないといけないということを、若い人たちにもわかってほしいで

す。出勤時間など忙しくて、掃除に参加できないという状況もわかります。ただ、自

分たちにもできることは何かないかという見方をしてほしいと思います。 

確かに自治会は、年寄りが多く、新しいことや変革を好む人は少ないです。でも、

いずれ今の若者が子育てする立場になった時、ゴミステーションの管理や地域のまち

づくりを誰が対応するのかというと、やはり自治会が担うこととなります。自分のた

めだけではなくて、みんなのために住んでいる地域をどうしたらいいのかという視点

を持って、他人事ではなく、自分ごととして、いろんな情報を受け取り、考えて行っ

てほしいと思います。 

まちが綺麗で住みやすいというのは、今まで、高齢者の皆さんなど自治会が一生懸

命、掃除をして、お祭りをやったり、こどもの見守りパトロールをやったりして、今

の明石が保たれています。でも自治会で対応することがそろそろ厳しくなっているの

で、今後は、まちづくり協議会が対応していくことになっていくと思いますが、その

まちづくり協議会も、少し疲弊しています。なぜ、疲弊しているかというと、自分た

ちの後を担ってくれる人材がいない。ＰＴＡやこども会もすでに無くなっていき、ま

ちづくり協議会は、明石のコミュニティの最後の砦です。これが潰れたら本当にどう

なるのか。何か新しい組織が立ち上げてほしいと思うんですが。 

坂下会長 そういうことも含めて、情報がみんなに共有されていないというところがすごく大

きいと思いました。 

本学では、先ほどお話がありましたとおり、１回生から地域のコミュニティに入っ

て、地域の方の活動と健康がパラレルになっているので、そこを見るという取組を行

なっていますが、それは取組の一部にしかすぎないので、ご発言の内容はごもっとも

だと思いますが、この骨子としては、どのように記載したらいいと思いますか。 

今、ご指摘のあった「市民目線のまちづくり」の目線というところは、私も少し引

っかかったので、言い方を変えて、例えば、「我が事としてのまちづくり」みたいな形

にするか、この骨子に適切な言葉を埋め込んで、次の施策に展開させていく必要があ

りますので。 
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Ｂ委員 明石のまちづくりを支えているのは、校区まちづくり協議会なんです。そういった

文言が、全然なくて誰がまちづくりを支えているのが骨子からは見えていない。なの

で、そこは考えていただければいいんですが、要するに明石は校区のまちづくり協議

会が地域を支えているということをどこかに入れてほしいというのが、私の要望です。 

坂下会長 もしかしたら、計画の骨格に具体的な名称を記載していくことは難しいかもしれま

せんが、この市民目線という表現については、市民目線だと市民と違う客体がまちづ

くりを進めるという話になってしまうので、市民の人たちが、いろんな組織がまちづ

くりをやっていくという意味合いになればいいと思っています。 

Ｎ委員 市民目線に対する違和感についてですが、私も普段感じていることとして、私自身

は、子育て支援に惹かれて移住したわけではありません。むしろ、大阪で働いていた

ので、利便性などを考えると、明石に引っ越してくることに抵抗感がありました。た

だ、結果的に、今良い状態で子育てをさせてもらっているのでよかったんですが。今、

新しく引っ越ししてくる方々というのは、多分自治会には入らないという選択をしが

ちだと思います。それは、そもそも行政の支援におんぶに抱っこと言いますか、行政

の支援を受けるために引っ越してきている方が多いので、自治会などについてもすご

く受け身だと思います。そう考えると、私自身はすごく危機感を覚えていて、こども

会も続けていきたいと思っている保護者の一人なので、やはりみんなが主体的にまち

づくりに関わる。それが一つの選択肢として、まちづくり協議会かもしれませんし、

その他の団体かもしれません。そういう意味で、「市民主体」みたいな言葉を入れると

いいのではないかと思いました。 

坂下会長 ありがとうございます。 

他にご意見はありますか。 

Ｆ委員 今の議論をお聞きしていて、ごもっともと思ったんですけど。校区単位によるまち

づくりというのは、非常に取りまとめやすい単位というか、学校区という共通の地域

性を持って、まちづくりを進めていくことができる点で非常に良いと思います。 

私が所属する団体において、知的障害者の理解を深めるために疑似体験をして頂こ

うという取組を行いました。例えば、抽象的な言葉はわかりにくいということで、り

んごの絵を描いてというと描くことができますが、“ちょっと待って”という絵を描い

てというとなかなか描けない。そこで、時計を描いて、何分まで待ってというと理解

できるということを、いろんなところに出かけて行っています。本日、参加されてい

る委員の皆さんの校区にも行かせていただきましたが、この校区はとてもレベルが高

くすごいと感じました。こうしたレベルの高いまちづくり協議会が明石のまちづくり

を引っ張ってもらえると全体のレベルアップにもつながると思いましたし、まちづく

り協議会の活動といろんな団体の活動が連携し、一緒に取り組んでいくことで、より

効果的にまちづくりを進めることができると感じました。 

あと１点、資料３の２ページだけが、和暦表記となっているので、西暦に統一して

表記いただけるとありがたいです。 
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坂下会長 ありがとうございました。 

他にご意見はありますか。 

Ｈ委員 ＤＸの推進ということですが、具体的にどのように進めていくのか記載いただけた

らありがたいと思いました。 

もう 1 点、安全・安全ということで、安全があるから安心が生まれるわけで、どの

ように安全を保っていくか、大きな事件、事故がいろんなところで起こっています。

明石市にも危機管理監がおられ、明石警察にも４００名以上の警察官がおります。ま

た、青パトも地域を回っていただいています。 

安全安心のまちづくりをどのような形で推進していくのか、大まかな記載でもいい

ので、市民の方が見られた時に安心していただけると思いますので、よろしくお願い

します。 

佐野副市長  ありがとうございます。今、お見せしているのが骨子という形でございますので、

具体的な記述がない状況ではございますけれども、実際の計画になりますとこれを膨

らまして、様々な具体的な取組などを記載していきたいと思います。 

今、ご意見いただいたＤＸも、これまでの４年間とは違って、もっと積極的に推進

してまいりますので、ご意見を頂戴した点も含めまして、しっかりと計画に反映させ

ていこうと考えております。 

坂下会長 ありがとうございました。 

他にご意見はありますか。 

Ｅ委員 対話と共創の取組ですが、２年間で延べ参加者が１０００人ということで、明石市

の人口割合でいうと０．３％ということで、これからどう意識を広めていくのかとい

うことがポイントで、民間提案制度がこの間、スタートしたということを再認識した

ところです。 

子育て中の女性は働きながらで、皆さん本当に忙しい。タウンミーティングについ

ても、参加する時間がないという方が多いと思います。しかしながら、本日、皆さん

のお話をお聞きしていると生活する上で、いろいろな思いを持って、悪戦苦闘してい

る様子をお伺いしました。そこで、みんなにまちづくりに対する意識を持っていただ

いて、“市民全員参加のまちづくり”の推進を掲げるのはどうか。 

また、私は、女性を応援する団体から出席させていただいておりますが、女性の支

援、それから自分らしくどう生きるかということが、この骨子案の展開の方向に位置

付けられており、私たちの団体も関わってくることだと思います。今年度、１０周年

という節目でもありますので、様々な企画を考えておりますが、例えば、タウンミー

ティングと掛け合わせた取組もさせていただければと考えています。若い子育て中の

お母様を支えて差し上げないといけないという思いを痛感いたしました。 

それともう１点、このたび、二見に図書館ができたというお話をお聞きしました。

明石市にたくさん図書館ができることはいいことですが、一方で、放課後児童クラブ

も地域にあり、こども食堂もあります。 
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こうした施設を個々にたくさん造るということではなく、機能を統合したり、連携

を進めていくことで、一つの場所に集約することが出来ればいいのではないかと思い

ました。多機能施設として運営できると効率的経済的ではないか。 

坂下会長 ありがとうございました。 

他にご意見はいかがでしょうか。 

Ｎ委員 ２点気になることがあります。 

１点目は、展開の方向の１つ目、循環型社会の実現というところのＫＰＩですが、

市民１人１日当たりのごみの排出量とありますが、これは家庭系ごみの数値だけなの

か、事業系のごみも含む数字なのかを教えていただきたいです。さきほどもお伝えし

ましたが、明石市ではすごい建設ラッシュなので、事業系ごみがたくさん排出されて

いるのではと思い、市民の頑張りだけではどうしようのない部分がありますので、家

庭ごみと事業系ごみ、別々にＫＰＩを設定してはどうかと思いました。 

もう１点は、５つの施策展開の柱の１つ目、豊かな自然と共生とありますが、私、

仕事で文章を書く仕事をしていまして、昨日、知床でクマの活動をされている方を取

材した際に、共生という言葉の資料をお送りしたら、私たちはクマと共存していると

いうふうに言われたんです。共生というのは、ともに助け合うという意味で、施策展

開の柱の２つ目は、まさに共生社会なので、支え合うという趣旨で理解できますが、

自然とともにあるという意味でしたら共存という言葉の方が、ふさわしいのではない

かと思いましたので、お伝えしておきます。 

坂下会長 ＫＰＩについては、本日の議論を基に、今後、詳しく皆さんと議論していくことに

なりますので、よろしくお願いいたします。 

事務局 ＫＰＩのごみの排出量についてのご質問でございますが、こちらにつきましては家

庭用ごみと事業系ごみの両方を足した数字となっております。 

それから、すいません。予定しておりました時間を経過しようとしておりますが、

まだ議論が続いておりますので、可能であれば、会議の時間を少し延長させていただ

ければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

坂下会長 もしどうしてもご用事がある方は、退席いただいても結構でございますので、ご意

見があれば事務局までお寄せいただければと思います。 

それでは他にいかがでしょうか。 

Ｋ委員 骨子案について、前期戦略計画の内容を引き継いでいくというのに異論はありませ

んが、資料３の後期戦略計画の策定に当たって考慮すべき事項にウェルビーイングの

重要性が謳われています。 

まさに今、社会がどんどん良くなってきていて、これからはもっとウェルビーイン

グの時代であると言われると思いますが、後期戦略計画にこうしたウェルビーイング

を位置付けることは考えていないのかお聞きしたいと思います。 

坂下会長 事務局、いかがでしょうか。 

事務局 資料３でお示ししましたとおり、ウェルビーイングという視点・取組も計画に位置
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付けていくことは可能と考えますので、ご意見を踏まえて検討してまいります。 

坂下会長 ほかにいかがでしょうか。 

Ｃ委員 さきほどの繰り返しになりますが、まちづくり協議会についてお話をさせていただ

きます。 

計画の推進というところで、市民目線という言葉がありましたが、まちづくり協議

会は自治基本条例ができて、市民主体のまちづくりを進めていくということで、スタ

ートした経緯があります。そういった意味では、この市民主体のまちづくりというと

ころに、まちづくり協議会を入れていただきたいと思いました。 

もう１点は、防災・感染症対策の強化について、ここ数年、地球温暖化の影響で、

天候の不順は激しくなり、災害の危険性が高まっているように思います。 

災害がもし起こりましたら、こどもであろうと大人であろうと、障害のある人も含

めて一斉に降りかかってきます。そうした際に、公助はあまり期待できず、自助・共

助を進めてくださいというのが、今の方向だと思いますので、そうした考えもきちん

と押さえた形で計画に記載すべきではなないかと思いました。 

坂下会長 それでは、オンラインで参加されている方にもお願いします。 

Ａ委員 ２点、意見があります。 

資料 4 の展開の方向に一人ひとりに応じた質の高い教育の推進というところで、先

ほども申し上げましたがせっかくインクルーシブ条例を作っているのに、ＳＤＧｓの

観点として、インクルーシブ教育の推進というのが見えていないので、ぜひ、後期戦

略計画には、インクルーシブ教育ということを位置付けて項目化していただければと

思います。 

もう１点は、計画の推進のところですが、市民目線のまちづくりとして、対話と共

創ということで、本当に重要なことだと思います。その際に多様な市民の参画という

ことが、明石らしさではないかと思います。そう考えますと、先ほど申しましたとお

りジェンダー平等推進条例や市民参画条例において、様々な取組を進められています。

障害者や女性の多様な市民参画に関する項目立てを行っていただいて、ＫＰＩについ

ては、これから議論していくことになると思いますが、確か女性管理職の割合を増や

していったり、審議会委員について一定の割合で障害当事者の参画を条例で担保して

いるわけですから、この計画が長期総合計画に基づく上位計画という位置づけである

のであれば、そうした条例で謳われている取組を、本計画においても見える化をして

いただければと思いました。 

坂下会長 ありがとうございました。 

ほかにいかがでしょうか。 

Ｇ委員 私たちはボランティアのグループが登録している団体になります。 

ボランティア自体も、コロナがあけてから、世の中の仕組みが変わりまして、ボラ

ンティアの皆さんが求めるボランティアの形というものも随分変わったように感じて

います。 
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構成しているメンバーも、徐々に高齢化しておりまして、活動も難しくなっている

のが現状ですが、自分たちの後の世代、若い方が、昼間、お仕事でおられないという

現実がありまして、ボランティア活動について、将来が見えないという状況が、どの

グループにも悩みとしてあります。 

若い方にボランティア精神が全くないのかというそうではなくて、お仕事をされて

いても、いろんな場に出向いて行かれたり、ご意見を述べられたり、活動されたりと

いうことがあるので、そうした若い人たちの力が、うまくボランティア活動にも繋が

っていっていただければと思っています。 

今、明石市は子育てに手厚い施策がたくさんあって、子育て世代を中心にたくさん

の方が移り住んでこられて、数字にも顕著に見えるほど成果を上げていますが、あま

り注目されない点かもしれませんが、今まで明石市を支えてきていただいた高齢者こ

そが、この明石にずっと住み続けていきたいと思っていただけるまちになることが、

私が思う明石の良さになるのではないかと思っています。 

若い世代も含め、通学されている方、お仕事で活躍されている方、リタイアされて、

第二の人生ではないですが、残された人生を、この住みよい明石市で終わりたい、そ

れほど魅力のあるまちだと、高齢の方にも思ってもらえたら、高齢者の人口も増えて

いくのではないかと思います。 

子育てが終わられた時点で、市外への転出を考えられている方も、一定いるのでは

ないかと思ったりもするので、子育てが終わった後も、こどもたちが大学や就職等で、

関東へ行っても、また帰ってこられるような、魅力のある、また働きがいのある明石

でいることが、今後のまちづくりに必要ではないかと思いました。 

市民意識調査の結果を見ましても住みやすいという人は多くいますが、住み続けた

いというところまでは至っていないのではと思います。明石に引っ越しされた方も、

ここにずっと住み続けたいと思ってもらえるようなまちづくりができればいいなと思

っています。 

坂下会長 ありがとうございました。 

それでは、副会長からもご発言をお願いいたします。 

井上副会長 資料３の将来人口推計ですが、国の試算ですと２０６０年には５万人、市の試算で

は２万人ぐらいが減っていくというような状況ですが、これも現実として捉えていく

必要があると思います。 

そうしたときに、先ほどもご発言がありましたが、ＤＸとか、ＡＩとかを活用しな

がら、私たちの生活を維持していくという意味では、近未来的なところで現実的な方

向性であると思います。 

あと、市役所の建替えについては、防災面で、特にこの近辺で地震が起きる可能性

が高いと言われていますので、そういった意味でも、早めに最新の設備を持った市役

所庁舎が建設されるということは、お金に限りがあるとは思いますが進めていくこと

に特に問題はないかと考えています。 
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中野副会長 私は後期戦略計画について、皆さんのご意見を伺って２つのことをきちんと記載い

ただきたいと思いました。 

１つは、明石市で人口が増えた後の問題ということです。自治会の加入者が減って

いる、また、転入者で自治会に入る人が減っているという問題、また、経済をどうす

るのかという問題、古い庭付きの家が、どんどん庭のない家に変わっていってしまっ

ているという問題、まちづくり協議会のバックアップの問題。それから以前から言わ

れていますが、増えた若者を市内で就職していただくという、産業振興を含めた市内

で就職できる環境を整えるという問題、それから最後にご発言がありましたが、転入

されてきた方々はもとより、もともと明石に住んでいらっしゃる方が住み続けたいと

思っていただけるまちづくりをしないといけないという問題。これらは、人口が増え

た後の問題とすごく密接な関係があると思いますので、人口が増えたことは喜ばしい

ことではありますが、その後、どうするのかということをきちんと明文化した方がい

いのではないかと思いました。 

もう１つは、関連しますが、子育て支援で若い人の人口が増えたということがあり

ますが、子育て支援の成果があって以降の問題についてもきちんと明文化した方がい

いと思います。例えば、ご意見をいただきましたように、こどもを育てながら女性が

働きやすい環境を支援するということやこども食堂、若者の貧困についてサポートが

必要だというご意見もいただきました。それからこどもを核としたまちづくりをもっ

と推進すべきだというご意見や、障害者教育環境の充実など、子育て支援に成果があ

ったということのみに関連するわけではないですが、密接に関係があるところなので、

前期戦略計画のいろいろな成果に対してよかったと安心するだけではなくて、もっと

良くするためにどうすればいいのかということをきちんと記載して、関連付けていき

政策につなげていくべきだと思いました。 

坂下会長 ありがとうございました。 

ほかにご意見はございますか。 

Ｆ委員 明石市には、都市計画マスタープランや交通総合計画において、コンパクトシティ

の考え方が記載されています。将来的には人口が減っていくので、明石市のハード面

をどのように考え、行政サービス等を集約化して、施設整備を進めていくのか、そう

した考えを本計画の中で明記すればいいのではないかと思いました。 

それと、市民目線のまちづくりのところで、タウンミーティングと書かれています。

タウンミーティングをやったらすごく市民目線のまちづくりが進んでいるように思い

ますが、これまで２０数回行われていますけど、出てきた意見はまとめられています

が、市の回答が示されていないように思います。 

これまでもご発言がありましたように明石市には、地道にまちづくりを進めていら

っしゃる方もたくさんおられますので、そうした方々と一緒になってまちづくりを進

めていっていただきたいと思います。 

タウンミーティングといってもすごくコアな方が何回もいろんなタウンミーティン
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グに参加されて、延べ１０００人の参加者からもしれませんが、実際の人数でいうと

何人の方が参加されているのかもわかりませんし、３０万人都市であるわけですから、

タウンミーティングという手法だけでなく、もう少し大きな取組も示してもらえたら

と思います。 

坂下会長 ありがとうございました。 

これらの議論を聞きまして、いくつかの課題が出されたかと思いますが、事務局か

ら今後の方針について教えていただければと思います。 

佐野副市長 本当に活発なご議論をいただきましてありがとうございました。 

おっしゃっていただいたとおり、この４年間がよかったと安心するのではなくて、

さらに良いものにするためにはどういうことに取り組まなければならないのかという

視点でご意見をいただきましたので、事務局にて今一度、検討させていただいて、こ

の骨子を含めて、計画を膨らましていきたいと思います。 

本当にありがとうございました。 

坂下会長 それでは、以上をもちまして本日の議事を終了したいと思います。 

４ 事務連絡 

坂下会長 事務局より事務連絡をお願いいたします。 

事務局 資料５「あかしＳＤＧｓ後期戦略計画策定検討スケジュール」について、説明しま

す。 

まず、審議会の欄をご覧ください。本日５月２２日が、第１回審議会となっており、

８月には第２回の審議会を開催し、計画の素案を、１１月には計画の案をご審議いた

だく予定としています。また、計画の策定には、審議会での議論だけでなく、広く市

民参画にも取り組んで参ります。 

市民参画の欄をご覧ください。明日より、オンラインによる常設型の意見聴取フォ

ームを開設し、策定期間中、常に市民からの意見を受け付けます。また、検討状況に

ついては、随時ホームページで公開します。 

計画の素案作りのために、６月に、市民意識調査をお送りした方を対象に、市民意

識調査を深堀するようなタウンミーティングを実施し、７月には、全市民を対象とし

て、後期戦略計画策定に向けてご意見をお聞きする、ワークショップを実施します。

タウンミーティングとワークショップの実施結果については、まとまり次第、委員の

皆様に共有させていただきます。タウンミーティングとワークショップで集まった意

見も踏まえて、後期戦略計画の素案を策定いたします。 

次に、１０月にはパブリックコメントの第１弾を実施し、計画案づくりに向けて、

素案などについて市民の声をお聞きします。広報あかし等で、周知予定ですが、市内

各団体にも個別にパブリックコメントの実施を周知し、できるだけ広くご意見をいた

だきたいと考えております。 

次に、パブリックコメントで集まった意見も踏まえて、後期戦略計画案を作成しま

す。 
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さらに、１月から 2 月にかけて、２回目となるパブリックコメントを実施して、市

議会にも適宜、策定状況を報告しながら、最終、３月末に後期戦略計画策定の予定で

す。 

また、各個別計画でも、タウンミーティングやワークショップを開催しております

ので、そちらで寄せられたご意見ついても、後期戦略計画の策定に生かして参ります。 

以上が、今年度の後期戦略計画を策定するにあたってのスケジュール案となります。 

坂下会長 ありがとうございました。 

常時、委員にフィードバックいただければというふうに思います。 

引き続き事務局から連絡事項お願いいたします。 

事務局 長時間にわたるご審議、本当にありがとうございました。 

本日の会議録につきましては事務局で作成した後、皆様へ内容のご確認をお願いし

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

それから、次回の会議日程でございますけれども、事前に日程調整をさせていただ

いてございますが、８月２６日（火）１５時から、本大会議室にて開催する予定とな

っております。ご出席のほどよろしくお願いいたします。 

お車でお越しの方で、まだ磁気処理をされていない方がございましたら事務局まで

お願いいたします。 

以上でございます。 

坂下会長 本日は時間延長をしてしまいまして、申し訳ありませんでした。 

これをもちまして２０２５年度第 1 回あかしＳＤＧｓ推進審議会を閉会させていた

だきたいと思います。 

本当に開かれた皆さんの意見を聞きながら、この計画立てられますように、この会

議以外の場においても、いろいろご意見等ありましたら事務局の方にお寄せいただけ

ればというふうに思います。 

本日は会議にご協力いただきまして、本当にどうもありがとうございました。 
 


